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修士論文要旨
携帯電話を用いたレスポンス・アナライザのオーケストラ塑討論授業
Debatecassroomuingmbilephoneswiththersponseaalyzerinamodeofochestra
中井　　良（Ryo Nakai）　　　指導：永岡　慶三
＜あらまし＞
携帯電話を用いたレスポンス・アナライザ（以下RA）を教
育支援ツールとして用いることで、討論形式での授業の双
方向化を図り、同時に大人数形式では難しいと考えられる、
討論全体の流れのコントロールを実践することを目的とし
た。具体的には、オーケストラの構成を着想として、受講
生全体を賛否の理由を含めて複数のパートに分類し、本シ
ステムの持つ受講生の回答状況を個別に識別する仕様（以
下RM出席表）を用いることで、講師は各パート毎に受講
生を選択的に指名し、発言させ、討論の全体の流れをコン
トロールした。自由形式の討論授業では、討論の結末が見
えないため授業全体のまとまりが欠けるきらいがある。そ
のキめ、討論の結論を授草準備の段階で講師側が準帰し、
その結論にむけて討論をコントロールすることで規定の結
論への理解を深めることを目的とした。
1　システム概要
システムは学習者が使用する携帯電話、教師用PCにより
構成される。学習者は自己の携帯電話を学習者用ターミナ
ルとして、インターネット経由でRAサーバにアクセスし、
教師は教師用ターミナルとしてノート　PC　を通じて学習者
の回答を集計、把握する。（図1）
2　研究概要
一般に、大人数形式で行うことの難しい討論形式の授業を、
RAシステムを用いることで円滑に実施する事を目的とす
る。オーケストラの構成を着想として、受講生全体を複数
のパートに分類し、各パート毎に講師が選択的に指名、発
言させることで、討論全体の流れをコントロールする事に
目的を置く。
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3　研究方法
首相の靖国神社参拝についての賛否を主題として大学の学
部生男女28名を対象に、討論形式の授業を行った。
外交上の理由から賛成、反対→αy（2名）、αn（13名）
歴史的な背景から賛成、反対→βy（6名）、βn（2名）
法律上の理由から賛成、反対→γy（1名）、γn（4名）
受講生全員は、討論授業の開始前に上記のように6パート
に分類される。（オークス′タの舶
司会は、αy～γnまでの分類された受講生をRM出席表
（図1）を用いて個別に指名、発言させる。（鰯櫛
ある受講生の発言に論理性が足りない場合は、同じ考えを
持つ別の受講生にフォローさせる（図2）
αy＋αy→フォロー
受講生同士のより良い討論の場を設けるために、理由の性
質が同じ者同士を順次指名して討論させる（図2）
αy十αn→討論
講師は発言する受講生をRM出席票を用いて選択的に指名
し、全体の受講生に対して発言させることで討論全体の流
れをコントロールする。（図1）
αy＋βy＋γy→賛成へ誘導（全体を）
αn＋βn＋γn→反対へ誘導（全体を）
講師は授業準備の段階で事前に準備していた結論、正答モ
デルαnに誘導する。（譜面にそって誘導）
αn‥外交上の問題から首相の靖国神社参拝に反対
「歴史と向き合う」ケント・ガルダー氏の主張
正答のモデルに指定した上記の記事によると、その論理
構成には複数のポイントが挙げられている
これらのポイントを踏まえながら内省を繰り返し結論に
到達した著者の思考の過程を、授業内では講師が先導役と
なり討論という手法を通して受講生に体験させた。そのた
め討論の進行は、上記ポイントを題目として受講生へ提示
し、ポイントを踏まえた上での発言を求めた。さらに講師
側はボイン吊こ対して、より適切な主張をすると予測され
る受講生をRM出席表（図1）を用いて選択し発言させた。
また、受講生には講師側の上記の思惑を伝えずに討論を進
行させた。
4．実践の結果と考察
アンケート結果によるとシステムを用いた討論授業の有
効性については、好意的な意見が目立った。
討論のテーマについて、通常の討論形式よりも理解を深め
るとする意見が目立った。これは、規定の結論への理解を
深めることを目的として、あえて討論方法に制約を設け、
討論の流れ誘導するという講師側の思惑が反映されたと考
えられる。
授業を行った講師側の主張としては、指名した受講生の回
答内容が事前に予測しやすく、用意した結論に向けて、適
切な発言をすると予測される受講生を選択しやすいことか
ら、授業の進めやすさに有効性を感じた。
